
広報 奥出雲15 広報 奥出雲 14

税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

5
月
分
の
口
座
振
替
は

    

6
月
1
日（
月
）で
す
。

『絶滅企業に学べ！』       　　　　　　　  指南役
『飲みものの危険度調べました』           渡辺　雄二
『田園発港行き自転車』             　　       宮本　輝
『東京帝大叡古教授』 　                   門井　慶喜
『都会（まち）のトム＆ソーヤ12』  はやみね　かおる
『鹿の王』上・下 　　　　　 　　　上橋　菜穂子
『マララ』                                 マララ　ユスフザイ

『有頂天家族 ２』   　　　　　　　  森見　登美彦
  『居酒屋ぼったくり』　　　　                 秋川　滝美
  『昭和天皇その表と裏』       　　         保阪　正康
  『ドライブ絶景＆グルメ中国、四国‘１６』 
　　　　　　　　　　　　　　　　  まっぷるマガジン
『銀の森へ』                          　　沢木　耕太郎
『愛犬の介護カイドbook』                 小林　豊和
『子どもに物語の読み聞かせを』　    尾野　三千代  

新着図書案内新着図書案内新着図書案内

6月の休室日
日曜、月曜、

30日【火曜・月末整理休室】

カルプラ仁多図書室 横田コミセン図書室

今月のピックアップ今月のピックアップ
『神様が降りてくる』　白川　道∥著　出版社： 新潮社
　「父から何か、頼み事をされませんでしたか。」収監された過去を持つ無頼派の作家、榊の前に突然現れ
た美しい女性は、二十年前に刑務所で知り合った米兵の娘だった。裏切りと嘘。殺人の死角。禁じられた愛
―あの日の銃弾は、何のために放たれたのか？哀切の美学が物語のうねりをまとって、眼前に押し寄せる！大
人にしか判らない、圧倒的大河ロマン。本作は、先日急逝した著者の遺作となった。（出版社紹介より記載）
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6月の休室日
月曜、30日【火曜・月末整理休室】

町立奥出雲病院職員配置表町立奥出雲病院職員配置表
□開設者
□院　長
□副院長

勝田　康則
深澤　郁雄
山本　剛史、鈴木　賢二

□名 誉 院 長
□非常勤顧問

平成27年5月1日現在
科　名　等

部　署　名 管理職・補佐・副看護師長 係　　長 係　　　　　　　員

常 勤 医 師 非常勤医師 科　名　等 常 勤 医 師 非常勤医師

和 田 昌 幸
山 本 剛 史
  
  

  
  

  
  

  
  

鈴 木 賢 二
深 澤 郁 雄
柿 丸 知 之

圡  井     悌
渡　部　博　昭
西　村　新　吉
稗　田　洋　子
岡　田　大　司
小　谷　暢　啓
中　村　　　琢
飛　田　博　史
古　屋　典　子
池　尻　文　良
津　本　周　作
○圡 井　  悌
○渡 部 博 昭
今　岡　友　紀
相　見　正　史
三　宅　達　也
春　日　正　己

〈 大 学 医 師 〉

外 来
中 材

２ 階 病 棟

３ 階 病 棟

４ 階 病 棟

地域医療室

薬 剤 科

放 射 線 科

リハビリテーション技術科

検 査 科

栄 養 科

庶 務 課

経 理 課

医 事 課

副看護師長（３階）
　藤井　智穂

副看護師長（４階）
　菅田ゆかり

副看護師長（外来）
　高尾奈津子

看護部長（師長室）
　森長久美子

 
看護師長（３階）
　長谷川千代美

看護師長（２階）
　渡部千代子

室長
○山本　剛史

岡本　洋康薬局長
○山本　剛史

医療技術部長
　末森　吉光

技師長
　山田　隆行

事務長
　内田　久貴
庶務課長
　中西　修一

経理課長
○中西　修一

医事課長
　堀谷美佐枝

副技師長
　山田　勝志

副技師長
　陶山　敏夫

副薬局長
　清水　　哲

室長補佐
　小林由美子

課長補佐 
　小早川洋之

春日　正己
圡井　　悌

石橋　寿美
千原真紀子

山田　好子
松村　初恵

佐藤　　兆
上田　礼子

若月美保子
小林　志保

○山田　勝志

○陶山　敏夫

八澤ひろみ

経理係
○小早川洋之
用度係
○小早川洋之

内 科

循 環 器 外 来

消 化 器 外 来

糖 尿 病 外 来

神　経　内　科

内 　 視 　 鏡

外 科

整 形 外 科

産 婦 人 科

小 児 科

眼　　　　　科
  
皮    膚    科

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科 

リハビリテーション科

麻 酔 科

友 塚 義 人
〈 大 学 医 師 〉
長谷川　有　紀
山 口 清 次
〈 大 学 医 師 〉
大 平 明 弘
児 玉 達 夫
松 岡 陽 太 郎
白　築　理　恵
卜 部 晋 平
片 岡 真 吾
佐 野 啓 介
村 田 明 道
中　村　成　伸

前 山 昌 隆
  
  

○深 澤 郁 雄
○柿 丸 知 之
○鈴 木 賢 二

林　　美香　三澤さおり　吉川　幸子　（木下ひとみ）
（堀谷　典子）（宮川真由美）（周藤美裕子）（山本登志江）
（吉川　睦美）（和泉ひろ美）（長谷川寿美子）（川西　典子）
高井　靖子　景山　悦子　小村　悦子　佐伯和歌子
勝部　敦子　藤原　知美　吉川　亜紀　森山真貴子
嵐谷　千春　安部　亮介　中林　　恵　造山　愛美
高野　絵美　三宅　美夏　山根　正樹　糸原　裕二
松島万利子　小櫻百合子　安部　将司　本田　真紀
立石　愛未　（堀江　洋子）（植田美恵子）（佐野　一美）
（石山　律子）（中林　正子）（小田川和江）（小田川美春）
（内田　明美）（木澤　幸子）（宇月原由希）（田部なつみ）
（白根千代栄）（渡部恵美子）（田中　盛世）  
岡田　恵子　石原　愛弓　佐々木真由美　勝部　千江
安部　美和　藤原　恵子　赤水　恵子　白根　智美
西村小百合　山根　朱美　宇都宮智佳　小林　絵美
河野千恵子　景山　蓉子　種村　捺美　立石保奈美
佐伯　理子　木澤　　舞　荒川美紀子
（踏江つや子）（藤原久美子）（佐伯　洋子）（石原　栄子）
（安原真理子）（柴田　節子）（大田　幸子）（中林　森江）
（藤原　綾子）（梅木　康枝）（和泉久美子）（上田　良子）
（山下　美貴）（恩田　光希）（三澤はる香）（岸本　代子）
妹尾比富美　細木　佳美　山田　順子　井上　　泉
宮本　義崇　高橋　美帆　藤原ひろ美　八木恵里子
石原　敏美　（山内　佳子）（森山　訓子）（三島　　敦） 
（吉川　博子）（若槻　真理）（今若　貴美）（小倉真理子）
（河野　宣弘）（北村　勝徳）（和久利富美子）（佐藤智恵子） 
（小笠原順子）（長谷川紀子）（加納　　恵）（草水　和美） 
（景山由紀子）（須田　律子）（山根　千誉）（内尾　直樹） 
（川西　智子）（陶山　水栄）（内田三千代）
加納　　優　吉川　聖一　佐藤　祐子 （植田かおり）
（永沼　宏子）（中西めぐみ）（佐藤のぞみ）（鶴原　都子）
若槻　育代 （上村　和子）（渡部　直美）

白根　俊彦　小林　健太　藤原　啓聡
小早川真由美　内田　　武　植田　祐子　宇田川貴弘
岸本　元子　　妹尾　　篤　宮﨑　裕太（足立　智子）
吾郷　春奈　（川西　鈴子）（白根　敏美）
藤原　裕子　金山　めぐみ
（山口　典子）（糸原　照美）（堂本真由美）（吉澤かよ子）
（佐藤真由美）（佐藤　彰美）（岩田奈津紀）（柏　美江子）
（宇治部恭子）（赤名　智子）（谷口　富子）（松田フユ子）
（安部　京子）（長瀬　治子）（植田　知恵）
石原　達也　家本　啓佑　（出来山達朗）（吾郷　和也） 
（坂本　文男）（菅田　正美）（川西　陽子）（佐伯　尚美） 
（川角　愛加）（景山　悦朗）（入澤　達男）
○（井上美貴子）
○（佐伯　尚美）

（井上美貴子）
藤原　尚樹　徳江　紀子　（友塚　洋子）（石原真由美） 
（安部　洋子）（桑原　和子）（吉川いづみ）（山本　早苗）
（川角千賀子）（須山マリ子）（福田　郷子）（若槻千恵美）
（田中智恵美）（渡部　春菜）
（　）：嘱託・臨時職員　○：兼務

三成大火から70年  火災予防祈願祭三成大火から70年  火災予防祈願祭
　奥出雲町消防団三成分団による火災予防祈願祭が
４月18日、三成の愛宕神社で行われました。
　この祈願祭は、昭和20年４月18日に起きた三成大
火のような大火災が二度と起こらないことを願い、
毎年この日に行われています。
　今年は大火
からちょうど
70年の節目の
となり、無火
災への気持ち
を新たにしま
した。

祈願祭の様子


